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香川大学附属図書館神原文庫所蔵の清末四川説唱本について
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一、神原文庫と説唱本
　
香川大学附属図書館神原文庫は、初代学長である神原甚造
（一八八四〜一九五四）が収集した旧蔵書からなる。神原氏は京都、大阪、神戸の各地裁判事、東京控訴院判事、大審院判事を務めた人物であり、また愛書家、集書家としても知られ、判事時代は京都、東京の神保町や本郷の書店を頻繁に訪れたという。神原氏の死後、蔵書約七千四百部、一万二千冊は香川大学に引き継がれ、後に遺族から残余 図書資料約三千 百点が追贈さ 、それぞれ整理、分類作業を経て、昭和三十九（一九六四）年に『神原文庫分類目録』 、平成六（一九九四）年に『神原文庫分類目録（続） 』が刊行された。神原文庫には、江戸時代後期から明治期にかけての洋学関係資料や、当時の文化や社会の動向を伝える諸資料が多く、そのほか、輿地誌 地図類、明治初期 錦絵版画、錦
絵新聞、引札、広告類、中世古文書、近世から明治にかけての私文書類や、明治末期から昭和初期までの一千部に迫る創刊号雑誌が所蔵されていることも大きな特徴である
注
注
。
　
漢籍の蔵書も少なからずあり、その大半は経書、史書、地理書
等の和刻本だが、今回筆者による調査で、中国の俗文学資料である、清末民初に出版 た説唱本の存在が明らかとなった。説唱本とは 中国の通俗文芸において古い歴史をもつ 簡単 楽器を用いてリズムに合わせて物語を紡ぐ 説唱（語り の芸能） 文字テキストを指す。文体は基本的 韻散混合文で、散文を用いる「説」 （カタリ）と韻文を用いる「唱」 （ウタ）から成るが、全篇韻文だけで構成されるものもあれば、散 だけで構成されるものもある
注
注
。小説や戯曲等と同じように、物語の伝承媒体の一つとして
明清期に発展し、清の嘉慶期辺りから 国初期にか 各地民間書肆による出版活動と結びついて大量に出版され 読み物と
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して流行を築いたものである。　
説唱本は、中国では「俗曲」 「唱本」等の名称でも呼ばれ、そ
の多くは民間に散逸したが、一九一七年頃に北京大学歌謡研究会が、民間文学研究の重要資料と認めて収集に着手すると、その後、中央研究院歴史語言研究所の劉復や李家瑞等が中心となって収集を続け、
一九三二年には、
河北、江蘇、広東、四
川、福建、山東、河南、雲南、湖北、安徽、江西 出版された四万二千九百四十七種のテキストを収めた、最初期の大規模目録である『中国俗曲総目稿』が刊行された
注
注
。それ以降は、簡素な描
写で内容も鄙俗なものが多く 粗悪な小冊子 形態をした説唱本は、文学研究の対象として積極的に取り上げられてこなかった。近年、中山大学の黄仕忠教授や山西大学 中国鼓詞研究中心が、失われた物語の伝承系統を知ること できる重要 資料として、説唱本を再評価したことにより 中国では国内外に散逸した未整理資料の収集、目録の作成、研究が改めて進められている
注
注
。
　
日本では早くから澤田瑞穂（一九一二
〜
二〇〇二） 、長澤規矩
也（一九〇二
〜
一九八〇） 、倉石武四郎（一八九七
〜
一九七五） 、
濱一衛 九
〜
一九八四）等の大正、昭和期の中国文学、
中国戯曲、中国語学の研究者が説唱本に関心を持ち、中国滞在時あるいは日本の書店で自ら大量に購入し 収蔵していた。現在そ
れらは早稲田大学図書館風陵文庫（澤田瑞穂旧蔵） 、東京大学東洋文化研究所の雙紅堂文庫（長澤規矩也旧蔵）と倉石文庫、九州大学附属図書館濱文庫に所蔵されており、いずれも国内外の中国俗文学研究者によく知られる。　
一方、神原文庫は国内外でまったく知られていないばかりか、
所蔵される説唱本は、多くが清末に四川で木版印刷されたもの（以下「四川説唱本」と呼ぶ）であり、その一部は、日本や中国における代表的な所蔵機関には未所蔵であることも分かった。以下、神原文庫 蔵の四川説唱本の特徴について、先行研究と比較しながら考察し、あわせて本論の最後に目録を掲載する
注
注
。
二、 四川説唱本について
　
神原文庫に所蔵される説唱本は全部で三十二種三十一冊あり、
そのうち二十九種二十七冊（四種の作品が一つに合冊されているもの、同一書名で版本が二種あるものがある）は清末の四川説唱本、残りの三種四冊は民国期に上海で石版印刷されたもの（以下「上海石印説唱本」と呼ぶ）である。先に挙げた日本における代表的な所蔵機関の説唱本収蔵規模 、風陵文庫は約千三百七十種、雙紅堂文庫は六百五十二冊（四川唱本 北京唱本等） 、倉石文庫は百七十冊、濱文庫は千百二十五冊（北京 鄭州、西安、蘇
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州、青島唱本等）であるため
注
注
、これらと比べれば、神原文庫の所
蔵量は極めて少ない。しかし、中国文学界とは無縁だったと思われるひとりの判事が、中国 初めて説唱本の価値を認め、収集を進めていた頃に日本で個人的に入手 いたこと、そしてそれらが現在まで残っているという事実は注目に値する。また、河北、江蘇、広東、四川、福建、山東、河南等各地の説唱本があるなかで、とくに四川説唱本を所持していたことも、そ 流通を考察する上 大変興味深い。　
四川説唱本に関する代表的な研究に、劉効民著『四川坊刻曲本
考
略
注
注
』がある。本書は、中国芸術研究院図書館、四川省図書館、
成都市図書館、重慶市歴史文献館、台湾中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館等に所蔵される、清の嘉慶年間から一九五〇年代までの四川説唱本（川劇崑腔 高腔 胡琴腔、弾戯、灯戯等諸腔の演目も含み、本 では「曲本」と総称する） 、千百余種の演目と千六百種 版本に対する詳細な目録「四川坊刻曲本知見録」（以下「劉氏目録」と呼ぶ）と、これら千六百種の版本情報をもとに、四川に点在した二百三十五件の書肆を取り上げ、それぞれの店舗の印刷活動年間、店主名、所在地、どのような説唱本を印刷したのかを整理し、一覧表にまとめた「四川坊刻 書坊名録」 （以下「劉氏書坊名録」と呼ぶ）が収録されている
注
注
。
　
劉氏の調査によると、四川における説唱本出版事業は、清の康
熙年間、江西の書籍商が四川にあいついでやって来て、書肆を構えて江蘇や浙 の説唱本を販売したことが契機となり、次第に発展していったという。乾隆、嘉慶期には、四川の書籍商が自ら開業するようになり、説唱本を印刷出版する書肆が ぎつぎと出現し、成都、重慶、綿竹 岳池に四大集団を形成した。そ 後、光緒期から一九四九年前後にかけては、川劇の愛好者の増加、説唱本の社会的な需要の高まりにより、書肆の数も地域も拡大した。成都、重慶、崇慶、富順、合川、合州 嘉定、楽山、瀘州、綿竹、南充 内江 邛崍、遂寧、銅梁、新都、岳池 叙府等、四川全域に二百件近くにのぼる民間書肆が存在し そ うち成都に百余件、重慶に三十余件、崇慶、順慶、長寿 灌県 合州、瀘州綿竹等に二十余件あったことが確認されている。　「劉氏目録」に収録される四川説唱本のうち、道光、咸豊、同治年間に出版されたものの現存数は少なく、 『八仙図』 （道光二十五 、成都・栄桂堂刻本） 、 『辞曹帰漢』 （道光二十八年 綿竹・文運堂刻本） 、 『陰陽盞』 （咸豊二年刻本） 、 『勧
婊
接客』 （咸豊
三年刻本） 、 『西京記』 （同治二年、崇□楼刻本） 『花田柳』 （同治六年、崇慶 長清 貪歓報 同治十一年 合州・崇興楼刻本） 、 『屍復讐』 （同治十三年 合州・崇興楼刻本）等のわず
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かに十種余りである
注
注
。
　
また、
「劉氏目録」に掲載される所蔵機関以外にも、日本では
神原文庫のほか、雙紅堂文庫に六十四冊所蔵され、これについては、黄仕忠氏が「雙紅堂文庫蔵清末四川「唱本」目録」 （以下「黄氏目録」と呼ぶ）を作成し発表してい
る
注1
注
。中国では北京の首
都図書館に約百五十冊、上海の復旦大学古籍所や上海図書館にもまとまった所蔵があることを筆者 調査で確認している。
三、神原文庫所蔵の四川説唱本の特徴
　
神原文庫の四川説唱本について述べる前に、 「黄氏目録」に記
される雙紅堂文庫の四川説唱本の特徴をみてみたい。
雙紅堂戯曲一八八（筆者注、雙紅堂文庫の図書請求番号）に記載される説唱本は、およそ七帙六十四冊、清の咸豊から光緒年間まで（一八五 ─一九一一）の成都、重慶等 地域の刻本である。行款は十行二十字前後、高さと幅は約一六五ミリメートル×一〇五ミリメートル、匡郭の高さと幅は約一五六ミリメートル×八九ミリメートル。内容は四川ご当地の戯曲が主である。現代に編纂された川劇辞典に未収録のものも多く存在し、戯曲史の空白を多少なりと補うことができ
るだろう。四川地方演劇の起こりと発展への理解や、そのほか民間の風俗習慣および言語や音声への理解においても 特別な価値を持つものである
注注
注
。
雙紅堂には咸豊から光緒年間までの版本が所蔵されており、古い順に、清の咸豊年間『四大名山』 （咸豊三年刻本） 、 『鐵球山』（咸豊九年、邛州・長盛堂刻本） 、 『戦神亭』 （咸豊九年刻本） 、 『藕花院』 （咸豊十年、崇慶・高鴻發堂刻本）の四冊、次に同治年間『雙八卦』 （同治十二年、文義 の一冊、そのほか五十九冊はすべて光緒年間あるいは出版年不明の刊本である。ここでも「劉氏目録」と同様に、道光 咸豊 同治年間の版本が少なく、咸豊、同治刊本がわずかに五冊で、道光のも はない。　
また、 「黄氏目録」で黄氏が四川説唱本の価値に言及したこと
により、近年 中国の研究者の では「雙紅堂文庫所蔵の四川説唱本」を集中的に取り上げて、四川独自の地方劇 演目と内容面に関する研究が進められているが
注1
注
、同一演目の異種版本は、雙紅
堂だけでなく中国国内にも所蔵され いる で、今後 それらもあわせて研究していく必要があるだろう。　
それでは、神原文庫所蔵の四川説唱本三十二種三十一冊の特徴
を以下に述べる。
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版本の大きさは、高さと幅約一六五ミリメートル×一〇五ミリ
メートルがほとんどであるが、約一七〇ミリメートル×一二〇ミリメートルのものも数点ある。出版年代は、道光から光緒年間まで、出版地は、崇慶、邛州、合州等の地域で、出版形態はすべて刻本 ある。封面には、刊行年 印冊数、題名、発行所の書肆名等の情報が印刷される。廉価な紙を使用した粗悪な小冊子であり、版木は再利用していたと思しく、所々磨滅して印刷が不鮮明である。俗字や方言も多く含まれているので判読しにくい箇所もある。　
出版年代別に版本数の分布をみると、道光年間のものが二種、
咸豊年間が八種、同治年間が七種、光緒年間が五種、残りの六種は刊行年不明である。ここから、神原文庫に これまで現存数が少ないとされていた、道光、咸豊、同治年間の比較的年代 古い版本がまとまって残されている とが分かる。また、神原文庫には、 「黄氏目録」所収の六十四種の演目と 一の は存在せず「劉氏目録」所収の千百余種と同じ演目は十一種存在した。これらを「劉氏目録」の書誌情報と比較した結果 神原文庫 版本の方が、いずれも出版年代が古いこ も明らかとなった。　
さらに、神原文庫の清末四川説唱本の発見により、先に挙げ
た「劉氏書坊名録」に記載される二百三十五件の書肆の情報が、
一部更新されることになった。たとえば、 「劉氏書坊名録」に未収録の書肆「興順堂」 「永發堂」 （それぞれ印刷活動年は、 「同治年間」と「咸豊年間」 ）が新たに追加でき、また、すでに収録されている書肆にも、活動年を更新できるものが出てきた。 「鴻發堂」の活動年を劉氏は 宣統二（一九一〇）年から民国年間まで」と記録するが、その開始を「咸豊十（一八六〇）年から」に繰り上げることができ ほか、 「雙發堂」は「光緒三十三（一九〇六）年から」を「光緒十六（一八九〇）年から」に、 「長清堂」は「同治六（一八六七）年から」を「咸豊六（一八五六）年から」に、 「三元堂」は「民国二十四（一九三五）年から を「光緒三十二 〇五）年から」に、 「文義堂」は「同治元（一八六二）年から」を「咸豊六年から」に繰り上げることができる。　
なかでも特徴的なのが、道光二十九（一八四九）年文運堂刻
『二龍珠』と、道光二十九 （文運堂）刻『九仙
図
注1
注
』の二種の版
本である。これらは、神原文庫の四川説唱本のうちで最も出版年代が古く、また、他の所蔵機関に所蔵がない、現在の ろ孤本と言ってよいものである。それぞれの版本 、巻末に刊記があり、両作品の関係性や、書肆と作家の 係がうかがえる貴重な内容が記録されている。
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四、喜三元と『二龍珠』 『九仙圖』
　
四川説唱本の刊記の重要性については、劉氏もすでに指摘して
おり、 「とくに貴重なのは、多くの坊刻（筆者注、民間書肆から出版された）曲本の巻末に、書肆の主人による刊記が彫られているが、これらの刊記は内容が豊富で 言葉もいきいきとして、そこから書肆の住所、経営規模、経営スタイル、書物の価格等の情報を知ることができるだけでなく 書肆 主人 喜怒哀楽までも理解する とができるのである
注1
注
。 」と述べるとおりである。
　
まず、 『九仙圖』 「閙筵」の巻末の表記をみてみたい。 『九仙圖』
の物語は全部で十七の場面に分かれており、 「閙筵」は七つ目の話である。 （漢字は原文に従うが、俗字は正字に直し、磨滅して判読不能な箇所 ■で補う）
靑城喜三元筆嗣出書目、一箭媒、二龍珠後双上墳、三滴水、四靈報、五經魁、六桂縁、七星樓、八寶瓶、九仙圖已刻出、十惡記、以上其書十巻俱是依陰隲文上勧戒條■
この作品は「青城（四川省灌県）の喜三元」という人物の筆に成
ると記され、つづいて宣伝広告のように「嗣出書目」すなわち継続出版予定である、冒頭に一から十 数字が付く十種の作品がずらりと並ぶ。 『二龍珠』の書名もみ れ、 『九仙圖』は「已刻出」つまり「既刊」 なっている。つづけて「 巻はいずれも陰隲文によって戒め諭す と記されており、これら十作品 ひとつのシリーズとし 出版予定だったようである。そ は、 『二龍珠』 『九仙圖』共 封面裏に挿絵と「陰隲文」という文字が記さ ていることからも知ることができる。　『二龍珠』も、 『九仙圖』と同じように途中の巻末に「喜三元筆」という表記があり、同じ作者が手がけた作品だ 分かる。また、 『二龍珠』の物語の最後にも、以下のよう 宣伝広告が付記される。
作書十部評定一、二、
三、
四、
五、
六、
七、
八、
九、
十字、
今二字九字已刻、餘嗣出
一から十のうち、現在二の字と九の字はすでに出版され、残りは継続出版されるとある。先ほどの『 仙圖』の広告から 二の字は『二龍珠』 、九の字は『九仙圖』を指すと推察 きる。　
さらに興味深いのは、右の広告につづいて作者の喜三元が、実
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に四百六十文字を費やして、二作品を書いた経緯や、原稿の依頼主と思われる明月楼の呉氏との報酬等をめぐるいざこざを、切々と訴えていることである。　
喜三元の訴えは、冒頭から「無論唱書小説、出我喜三元筆、
個々朋友可翻、獨不許明月樓翻刻我的（説唱、小説 問わず、私喜三元の作品が出れば、友人たちは出版してよいが、ただ明月楼だけは私の書を出版することを許さない） 」と始まり なかなか不穏である。以下にその理由が長々と綴られるが、ここでは抜粋して述べる。ある日、喜三元は「聴得呉家請我作書、毎本串二酬力、我當他是真言、回家嘔盡心血 九仙、二龍両本写的規規益益、書成送到 家、他説多少不一、多的纔与串弐、少的只算四百、我説也莫来頭、朋友義気難得（呉家（明月楼）が私に、一冊銭二さしの報酬で書を作って欲しいと頼んでいる 聞き真実と思い、家に帰って心血を注いで 『九仙圖』と『二龍珠』の二冊を利益をかんがみて書き、完成す と呉家に届けた。彼は多くて銭二さし、少ないと四百だけになると言い 私は そ も構わない、友人の義侠心は得難いものだと答えた） 」という。の後、呉家は「一定十月間来、与你一串六百 我也當成真話、回家等到十月（きっと十か月中に銭一さし六百を渡すと言ったので、私は真実だと思 家に帰って十 月まで待った） 」そうで
ある。しかし、結局は、 「我的書原放在他家放了両三個月、暗地騰抄起来、 〈騙〉我一串六百、私刻遠方去賣（私の書は、彼の家に二、 三か月置かれて、ひそかに書き写され、私を銭一さし六百と騙し、個人で印刷して遠方に売り 行ってしまった」 、 「此不仁不義、人面獣心奸賊（この仁義に悖る、人間の顔をして獣の心を持った裏切り者） 」と罵り、 「因此我也憂気記在書之後葉、不翻我板便罷（そのため私も書の末葉に憂慮を記した。私の版を出版しなければそれまでのこと 言い放ち、最後は「有仁有義朋友儘翻、実不許呉家明月樓、要書舗翻刻、我労心費力、嘔盡心血（仁義ある友人はことごとく出版するが、実に呉家明月楼は許さない、もしどこかの書肆が出版するなら、私は心身を労して、心血を注ぐ） 」と締めくくら る。　
劉氏『四川坊刻曲本考略』によると、明月楼は崇慶にあった書
肆のようである。現存する『二龍珠』と『九仙圖』が共に明月楼ではなく綿竹の文運堂から出版さ たことから 明月楼と関係を断った後に、この刊記を加筆し、改めて出版し こ が分かる。また、喜三元が制作する心積もりでいた他の八作品は、現存しないため不確かだが、何らか 事情で企画倒れになり、お蔵入りになった可能性も考えられる。いずれにせよ、当時の説唱本出版内部事情をかいまみること できる貴重な資料と言えるだろう。
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また、神原文庫には「青城の喜三元」のほかに、同治年間の「汶山の劉興順」による作品も多く残されている。二人はそれぞれ当時の四川における説唱本専門の流行作家だった かもしれない。劉興順 作品は、すべて「興順堂」というおそらく自前の書肆から出版されているためか、とくにトラブルはなかったのだろう、喜三元のような陳情の記載は見当たらなかった。　
以上、神原文庫所蔵清末四川説唱本について、主に版本に関
する特徴をみてきたが、今後は、たとえば神原文庫の『滴水珠』（光緒三十一年、合州・榮生堂刻本）の物語が、湖南、貴州、雲南でもそれぞれ、湖南説唱本『新刻滴血珠全
部
注1
注
』 、貴州説唱本
『滴水珠
注1
注
』 、雲南説唱本『滴水珠
注1
注
』として出版されているような現
象にも着目しながら、四川とその周辺地域における説唱本の出版活動の関係性や、物語の流布の背景を明らかにしていきたい。
附録、神原文庫所蔵清末四川説唱本目録
　
書名は、首巻題を基本とし、ゴシック体で表記した。目録には
［封面］ ［板心］ ［首巻・細目］ ［本文巻頭］の情報を採録し、 ［首巻・細目］にはそれぞれ頁数を（
　
）で付記した。頁数については、
たとえば「十二」と彫るべきところを「十二十三十 」のように、刻工が水増しして彫ってい 場合もあるが、直さずそのまま採録
した。漢字は基本的に原文に従うが、意味上適する漢字がある場合は（
　
）で補った。俗字は正字にし、不明確なものは〈
　
〉で
推定し、それでも不明の文字は□で表し、版木の磨滅等で判読不能な文字は■で表記した。そのほかの情報は［付記］に記 。　
なお、書名の配列は、神原文庫の整理番号に拠る。
定国珠［封面］同治壬申（十一、 一八七二）年編／三十五册／定國珠下本／仙鶴縁／興順堂新刻［巻首、細目］定國珠下本全仙鶴縁（一
─
五） 、主僕遇〈婆〉
 汝興拾帕（六
─
十） 、羅漢現形船舟
賜銀（十一
─
十五） 、文俊上任滴血恁子（十六
─
二十） 、文龍下聘
玉香自縊 二
─
二七） 、飛帕還陽審雙羅帕（二八
─
三一） ［本文
巻頭］此書未把詩序做、根即前本定国硃（珠） 、前巻串頭君知悟［付記］巻末に「劉興順新板」とある。珍硃卬［封面 同治五 一八六六）年是月吉日／後雙上墳／珍硃卬／四十冊
 興順堂新刻［板心］双上墳［巻首・細目］珍硃
卬後雙上墳（一
─
六） 、弐巻賣身葬親（七
─
一三） 、三巻接郎遇
府（十四
─
二十） 、四巻雲宵宝扇（二一
─
二七） 、五巻母女罕寃
（二八
─
三三） 、六巻
 帽（冒）名招親（三四
─
四十） ［本文巻頭］
日月如梭轉輪運、光陰似箭不流亭（停） 、閨閣美女似花嫩［付記］巻末に「同治五年是月吉日汶山劉興順筆」とある。
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閨女寡婦［封面］丙午（光緒三十二、 一九〇六）年新刊
 四十五册
／閨女寡婦／雙上墳／長興堂［板心］双上墳［巻首・細目］閨女寡婦雙上墳（一
─
十四） 、南楼遇美人（十五
─
三五） ［本文巻頭］
紅塵香上地天長、萬古常存日月光、渓辺魚鳥水中喪風水亭［封面］興順堂
 五十册新刻／風水亭／同治四（一八六五）
年是月吉日 巻首・細目］新刻風水亭（一
─
四） 、■銀銭柳氏做
媒（五
─
八） 、辞符法土地託〈夢〉 （九
─
十二） 、竹金蘭祠堂會面
（十三
─
十六） 、七人貴誤殺上品（十七
─
二十） 、七柳氏設計藏銀
（二一
─
二三） 、風水亭下巻陰陽鏡
 ■■断案（一
─
四） 、白玉生酒
幸狂言（五
─
八） 、修血書亭前生非（九
─
十二） 、夏金客五殿呻冤
（十三
─
十六） 、閻王殿大審玉生（十七
─
十九） 、雙重金縁断明還
陽（二十
─
二二） ［本文巻頭］盤古初分開混沌、三皇五帝治人倫、
乾坤輪流轉移運［付記］巻末に「同治四年是月吉日汶山劉興順筆」とある。望月楼［封面］同治五（一八六六）年／是月吉日／望 楼／順堂新刻［巻首・細目］新刻望月楼（一
─
五） 、二巻賞月相會
（六
─
十） 、三巻楼台盟誓（十一
─
十六） 、四巻主濮祭奠（十七
─
二二） 、五巻投江盡節（二三
─
二七） 、六巻設計套書（二八
─
三十）
［本文巻頭］初分三皇開混沌、後即五帝治人倫、伏羲八卦乾坤震［付記］巻末に「同治五年是月吉日汶山劉興順新做」とある。
金硃縁［封面］同治六（一八六七）年春正月刻／金硃縁／興順堂［巻首・細目］新刻金硃縁（一
─
五） 、二巻假設陰曹（六
─
十） 、
三巻楼台盟誓（十一
─
十六） 、四巻姐妹回府（十七
─
二三） 、門官
私下假書（二四
─
二七） 、全家喜楽團园（圓） （二八
─
三十） ［本文
巻頭］間坐 斎為下巻、提筆即做金硃緑 縁） 、奉勧世人要作善［付記］巻末に「同治六年是月吉日汶山劉興順筆」とある。一字媒［封面 咸豊十 一八六〇）年新刻
 六十五册／一字媒／
崇慶州北街鴻發堂［巻首・細目］新刻一字媒（一
─
四） 、化龍求
千（五
─
八） 、姑嫂拜月（九
─
十五） 、夤夜估姦（十六
─
十九） 、
誤殺媒婆（二十
─
二五） 、擺〈母〉猪陣（ 六
─
二九） 、遇奇用
計（三十
─
三五） 、細審春容（三六
─
三九） 、化龍遇災（四十
─
四六） 、遇貴還郷（四七
─
五三） 、雙人頭案（五四
─
五七） 、 〈借〉
疾還愿（五八
─
六十） 、怒猖野墳（六一
─
六六） 、文武争婚（六七
─
七十） ［本文巻頭］好奇哉来好怪哉、紅顔女子是禍胎、脂粉粧
成花世界［付記］巻末に「唐安西街鴻發堂刻」とある。董永大孝記［封面］光緒十六（一八九〇）年新
 六十册／董永
／大孝記／邛州雙發堂刻［板心］大孝記［巻首・細目］董永大孝記（一
─
二十） 、賣身葬母（二一
─
三九） 、仙姫送子（四十
─
■）
［本文巻頭］人生在世孝為先、竭力奉親理当然、日月相孝光明現［付記］巻末に「邛州東街雙発堂」とある。 『三戒圖』 『傳家寶』
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『閨範圖』 『有点詳』と合冊。三戒圖
［巻首・細目］離郷情景三戒圖（一
─
二） 、生意淡薄（三
─
四） 、看穿世情（五
─
六） 、大塊文章勸愚化賢（七
─
八） 、驚醒惜
昧（九
─
十） ［本文巻頭］勧世人在世間萬歳由命［付記］巻末に
「崇陽煥然子謹識」とある。傳家寶［巻首・細目］天経地義傳家寶（一
─
四） ［本文巻頭］勧
世人必須要心存孝念［付記］巻末に「崇陽煥然子謹識」とある。閨範圖［巻首・細目］訓女規箴閨範圖（一
─
二） ［本文巻頭］勧
世人休取笑洗耳浄聴［付記］巻末に「崇陽煥然子謹識」とある。有点詳［巻首・細目］新本有点詳通俗好書（一
─
■） 「板心」報
恩図［本文巻頭］大清世祖章皇帝、欽頒六訓費心機［付記］巻末に「癸亥新刻、甲辰重刻、青城喜三元筆」とある。清明節［封面］咸豊六（一八五六）年新刻
 四十册／清明節／長
清堂刊［板心］清明節［ 首・細目］清明節（一
─
五） 、蟲独傷
人（六
─
九） 、三拷連珠（十
─
十三） 、借宿報冤（十四
─
十七） 、
獄中相會（十八
─
二五） 、路撞囚籠（二六
─
二九） 、窄路相逢
（三十
─
三三） 、判明團圓（三四
─
三六） ［本文巻頭］人生誰個不丈
夫、総要命運両相扶、小人也有得時処［付記］版本は二種あり、一つは巻末に「道光二十六年丙午又五月 崇慶州長青堂重梓」 、もう一つは巻末に「咸豊三年綿邑文運堂新刻」とある。
二龍珠［封面］道光廿九（一八四九）年新刻
 繍像
 五十册／二
龍珠／文運堂梓行［板心］二龍珠［巻首・細目］新刻二龍珠（一
─
四） 、嫌貧逐姪（五
─
七） 、双魂哭墓（八
─
十一） 、節婦題
詩（十二
─
十八） 、萬里尋児（十九
─
二二） 、両龍争珠（二三
─
二六） 、三鳳團圓（二七
─
三十） ［本文巻頭］大清一統錦皇圖、光
天化日慶明都、農人學學陶朱富麻鵲嫁女［巻首・細目］麻鵲嫁女（一
─
二） 、鶏子搶親（三
─
四） 、百鳥閙喜（五
─
六） ［本文巻頭］四川面大道、處處都熱閙
渭水河［板心］訪賢［巻首・細目］夜夢飛熊渭水河（一
─
三） 、
武吉賣柴（四
─
五） 、文王訪賢（六
─
七） 、魚台捶釣（八
─
九） 、
子牙拜将（十
─
十六） ［本文巻頭］王生上、獨坐西岐自立為君詩
紂王無道不重賢［付記］巻末に「嘉定清源堂」とある。銀牌記
［封面］咸豊八（一八五八）年新刻
 三十二册／銀牌記／崇
慶州東街永發堂［板心］銀牌 ［ 首・細目］銀牌記（一
─
二） 、
栄先再聚（三―四） 、廖氏罵夫（五
─
六） 、栄先丟家（七） 、子女
受難（八
─
九） 、松林臥雪（十
─
十一） 、文星救護（十二
─
十五） 、
鎖拿廖氏 十六） 、廖氏挨打（十七
─
十八） 、當官保父（十九
─
二二） 、双賜銀牌（二
─
二四） 、廖氏變虎（二五
─
二六） 、老虎
勧人（ 七
─
二九） 、富貴團圓（三十
─
三一） ［本文巻頭］自従天
地開盤古、人生渺渺世間□、古古怪怪 其数
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杏花樓［封面］同治三（一八六五）年是月吉日／五英配／興順堂新刻［巻首・細目 新刻杏花樓（一
─
三五） 、杏花樓下巻冰霜鏡
（一
─
三一） ［本文巻頭］前朝後漢難叙嘆、且説人生混世間、士農
工商与官宦［付記］上下二冊。巻末に「同治二年是月吉日灌邑観音場劉興順筆」とある。王大娘［封面］新刻／丙午（光緒三十二、 一九〇六）年
 王大娘
 
三元堂［板心］補缸［巻首・細目］邛州王大娘（一
─
二） 、補磁
缸（
─
四） 、巧扮梳粧（五
─
六） 、調情損缸（七
─
八） 、興詞告
状（九
─
十） 、太爺審缸（十一
─
十二） 、審明培缸（欠） 、寄拜還
郷（十五
─
十六） ［本文巻頭］丑白、小子生来四不像、毎日場街
蕩不曽［付記］巻末に「萬順堂板」とある。火龍傳［封面］咸豊七（一八五七）年／新刻／火龍傳／文運堂行［板心］火龍傳［巻首・細目］新刻火龍傳（一
─
四） 、秦鸞英
私逃出府（五
─
七） 、張金豹設計謀妻（八
─
十） 、秦鸞英夜破登
州（十一
─
十三） 、焦保同回京上墳（十四
─
十六） 、秦鸞英渭奎遇
難（十七
─
十九） 、秦鸞英火焼渭奎（二十
─
二二） 、渭奎府怒気衝
天（二三
─
二五） 、白金定戦牛尾山（二六
─
二八） 、焦保同戦五龍
關（二九
─
三一） 、沈英活捉保同（三二
─
三四） 、衆野仙大戦登州
（三五
─
三七） 、秦化龍合家團圓（三八
─
四一） ［本文巻頭］断□□
極傳人種、巣居□処古人風、後世聖人開運用
耳墜媒［封面］咸豊三（一八五三）年
 五十三冊／耳墜媒／東
門内［板心］耳墜媒［巻首・細目］耳墜媒（一
─
四） 、母女還
愿（五
─
七） 、送釵贈金（八
─
九） 、媒人説親（十
─
十四） 、難退
姻縁（十
─
十八） 、文魁上京（十九
─
二二） 、巧斷姻縁（二三
─
二六） 、熊家接親（二七
─
三十） 、母女訴冤（三一
─
三四） 、大
闹
東昌（三五
─
四十） 、金殿封官（四一
─
四四） 、慶賀團圓（四五
─
五四） ［本文巻頭］天覆地載宇宙中、山河社稷万重重、三才成就乾坤統白玉圈［封面］□□丙辰（一八 六）新鐫／四十冊／白玉圈／文義堂発兌 板心 白玉圈［巻首・細目］白玉寶圈（一
─
十二） 、
新刻白玉圈巻之二全本
 沈歩雲啞子替死
 馮桂英全節投江（十三
─
二五） 、新刻白玉圈巻之三全本
 馮小姐京師尋父
 賣宝圈一家團圓
（二六
─
三六） ［本文巻頭］自従盤古天地分、三皇五帝治乾坤、神
農皇帝治五谷滴水珠［封面］光緒三十一（一九〇五）年
 新刻／滴血珠／合州
 
榮生堂［板心］滴水珠［巻首・細目］滴水珠（一
─
四） 、元宵看
燈（五
─
七） 、避雨贈金（八
─
十） 、廟亭哭別（十一
─
十三） 、抱
雙霊牌 十四
─
十六） 、遇大鹿山（十七
─
十九） 、估搶瓊瑶（二十
─
二二） 、夜鬧巴州（二三
─
二五） 、四下河南（二六
─
二八） 、瓊瑶
告状（ 九
─
三七） 、平定湖廣（三八
─
三九） ［本文巻頭］盤古分
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天地開混茫、天皇地皇與人皇、女媧煉石補天上［付記］巻末に「和州榮生堂板」とある。三元記［封面］咸豊十（一八六〇）年新刊
 佰廿册／三元記／省
城文義堂梓 板心 三元記［巻首・細目］新刻秦雪梅三元記観画巻之一（一
─
二一） 、新刻秦雪梅三元記療病巻之二（一
─
十五） 、
新刻秦雪梅三元記弔孝巻之三（一
─
十七） 、新刻秦雪梅三元記遊
地府巻四（一
─
二十） 、新刻秦雪梅三元記逼嫁巻五（一
─
十七） 、
新刻秦雪梅三元記教子巻之六（一
─
十八） ［本文巻頭］西江月、
古往忠孝節義、今来聴表賢丈、大明秦府一千金［付記］第四巻二十葉裏に「第四巻／二十冊／雪梅遊地 」と封面の挿入あり。九仙圖
［封面］道光巳酉（二十九、 一八四九）年新刻／九仙圖／繍
像全圖
 梓行［板心］九仙圖［巻首・細目］新刻九仙圖（一
─
四） 、
竊談□科（五
─
八） 、疎財活命（九
─
十二） 、講四徳（十三
─
十六） 、
救難授圖（十七
─
二十） 、兄妹通姦（二一
─
二三） 、鬧筵（二四
─
二八） 、計藏淫婦（ 九
─
三一） 、受賄逼供（三二
─
三五） 、仙女
下山（三六
─
三九） 、蚌精迷人（四十
─
四三） 、山坡認叔（四四
─
四七） 、丐婆打捶（四八
─
五十） 、嗜酒陥身（五一
─
五四） 、姦淫
悪報（五五
─
五九） 、三香團圓（六十
─
六一） ［本文巻頭］満天星
宿色色稀、莫笑窮人穿破衣、十個脂頭難相比［付記］巻末に「大清道光二十九年歳次巳酉仲秋月之初二日、青城喜三元筆、綿邑東
街文運堂刻」とある。烙碗記［封面］同治九（一八七〇）年新刊／烙碗記／■■堂［板心］ 巻首・細目］新刻烙碗記（一
─
四） 、店中討銀（五
─
十） 、子忠脱難（十一
─
十四） 、超度子明（十五
─
十九） 、吊打
定生（二十
─
二三） 、墳台尋姪（二四
─
二七） 、定生遇害（二八
─
三十） 、冤死子忠（三一
─
三四） 、殺場勧子（三五
─
三八） 、弟兄
還陽（三九
─
四一） 、封官團圓（四二
─
四四） ［本文巻頭］春夏秋
冬四季天、日月如梭〈緊〉相連、四時八節輪流轉借親配［封面］光緒四（一八七八）年新鐫／新刻／借親配／■■堂梓行［板心］借親配［巻首・細目］新刻借親配（一
─
三） 、嘉
靖排朝（四
─
五） 、翁婿相會（六
─
八） 、春林借嫂（九
─
十） 、柳林
乗涼（十一
─
十二） 、華堂飲宴（十三
─
十四） 、大雨阻隔（十五
─
十六） 、桂英定計（十七
─
十九） 、書房成親（二十
─
二一） 、清官
判明（二二
─
二三） 、髙仲團圓（二四
─
二五） ［本文巻頭］上正生
唱、朝臣代路五更寒鉄甲将軍夜度関日高［付記］巻末に「存板文義堂」とある。二度梅［封面］繍像／ 度梅／綿邑文運堂梓行［板心］二度梅［巻首・細目］二度梅（一
─
二十） 、杏元和番（二一
─
四十） 、魚
船搶親（四一
─
六五） ［本文巻頭］人生在世孝為上、第一性惰莫
要剛、為子進孝把親養［付記］五葉挿図あり。巻末に「邑城文運
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堂刻」とある。金鐲記［封面］咸豊七（一八五七）年新刻
 三十二冊／金鐲記
［板心］金鐲記［巻首・細目］金鐲記（一
─
五）捉挐含金（六
─
十）蜘蛛報暁（十一
─
二十）判明團圓（二一
─
二四） ［本文巻頭］
人生在世莫欺心、欺心反将害巳（己）身、莫道老天無報應［付記］巻末に「西門外長青堂刻」とある。
注
注
注 
二種の神原文庫目録と、桂孝二「彩翅神原甚造先生の短歌─「明星」中期の異色歌人─」 （ 『香川大学教育学部研究報告』第一部二〇号、一九六六年） 、高野真澄「香川大学附属図書館蔵『神原文庫』と神原甚造先生」 （ 『香川法学』第十巻第三 ・ 四号、一九九一年）を参照。
注
注 
曽永義『俗文学概論』 （台北、三民書局、二〇〇三年六月）
注
注 
現在、 『中国俗曲総目稿』所収の説唱本は台湾中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館に所蔵されている。
注
注 
黄仕忠「雙紅堂文庫蔵清末四川「唱本」目録」 （ 『東洋文化 所紀要』一四八冊、二〇〇五年十二月） 、同氏「雙紅堂文庫蔵清末民初北京木刻、石印本『唱本』目録」 （ 『東洋文化研究所紀要』第一五〇冊、二〇〇七年） 、同氏「雙紅堂文庫蔵北京排印本唱本目録」 『東洋文化研究所紀要』第一五 冊、二〇〇七年） 、李豫他『中国鼓詞総目 （太原
:山西古籍出版社、二〇〇六年） 、李豫他『清代木刻鼓詞小説考
略』 （太原
:三晋出版社、二〇〇九年） 、李雪梅他『中国鼓詞文学発展
史』 （上海
:上海人民 一一 等。
注
注 
神原氏がどのようにして説唱本を入手したのか現時点では不明だが、神原文庫には、大正十（一九二一）年から昭和九（一九三四）年辺りまでの各書店から 請求書や領収書（京都の竹苞書楼、細川開益堂書店、山本 華堂、東京のほんよし書店、嚴松堂書店等が主な取引先） 、図書購入覚書等数百点にお ぶ資料や、自筆の日記 残されているため、購入や譲渡の可能性を考えながら、これらの資料を調査する予定である。
注
注 
中里見敬他『濱文庫所蔵唱 目録』 （花書院、二〇一五 ） 「前言」参照。
注
注 
劉効民『四川坊刻曲本考略』中国戯劇出版社、二〇〇五年
注
注 
注
注前掲書「上編・四川坊刻曲本書坊名録」十五─五一頁を参照。
注
注 
注
注前掲書「上編・四川坊刻曲本書業考」一─四頁を参照。あくま
で限られた所蔵機関の 説唱本に対する調査結果であるため、統計は完全なものとは言えないが、現在までで最も収集範囲が広い大量の版本情報に基づいた研究成果である。
注
注0 
黄仕忠「雙紅堂文庫蔵清末四川「唱本」目録」 （ 『東洋文化研究所紀要』一四八冊、二〇〇五年十二月）
注
注注 
注
注0前掲論文参照。 「雙紅堂戲曲一八八著錄之唱本、凡七帙六十四冊
、
為清咸豐至光緒閒（一八五一─一九一一）成都
、
重慶等處刻本。十行
二十字左右
、
高寬約一六四
mm一〇五
mm、
匡郭高約一五六
mm八九
mm。此
輯内容、
實以四川地方戲曲爲主。内多有今人所編之川劇辭典所未收
録者、
頗可補曲史之失
;對於瞭解四川地方戲劇的興起發展、瞭解其
−200−
他民風民俗及語言語音、均俱獨特之價値。 」
注
注注 
近年の雙紅堂所蔵四川説唱本に関する研究は以下のとおり。馬程偉「雙紅堂藏清末四川地方戯唱本『翠屏山』研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第八期） 、劉鴎儀「雙紅堂藏清末四川唱本『新刻錦江楼』整理研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第九期） 、李秀鋒「雙紅堂藏清末四川唱本 金釵鈿』研究」 （ 『剣南文学・経典閲読』二〇一一年第九期） 、龍橋波「雙紅堂藏清末四川唱本六十四冊之『七星剣』整理研究」 （ 『剣南文学・経典教苑』二〇一一年第八期） 、楊新「雙紅堂藏清末四川唱本『戦神亭』整理研究」 （ 『北方文学』二〇一一年八月刊） 、関満春「雙紅堂 跪営門 整理研究」（ 『文学界・理論版』二〇一一年第七期） 、王雋「雙紅堂藏清末四川唱本『狐鳳配』研究」 （ 『四川戯劇 〇一一年第六期、総第一一四期） 、湯靚「雙紅堂藏清末四川唱本 游金河 研究（ 『北方文学』二〇一年八月刊） 、鄭妙苗「雙紅堂藏清末 唱本『梅伯高』 」 （ 『金田・励志』二〇一一年第八期） 、王軍春「雙紅堂藏清末四川唱本『反買康研究」 （ 『青春歳月』二〇一一年第一八期） 、陶波・陳曦「雙紅堂藏清末四川坊刻曲本 趙顔求寿 研究」 （ 『剣南文学・経典教苑』二〇一二年第一一期） 、丁淑梅「東大本雙紅堂藏清末四川俗曲唱本九種研究」（ 『西華師範大学学報（哲学社会科学版） 』二〇一二年第一期） 、丁淑梅「雙紅堂藏清末四川唱本『三匣剣』研究」 （ 『学術論壇』二〇一 年第七期、総集二八二期） 、丁淑梅「雙紅堂藏清末四川唱本『鈹羅当游江南』整理研究」 （ 『民族芸術研究』二〇一四 第六期
注
注注 
封面に「文運堂」とは印刷されていないが、巻末に「綿邑東街文運
堂刻」とある。
注
注注 
注
注前掲書「導言」五頁参照。 「尤其可
贵
的是，
许
多坊刻曲本的卷末
镌
有
书
坊主人的刊
记，
这
些刊
记
内容很丰富，
语
言生
动，
从中不
仅
可
以得到
书
房的地址，
经营
范
围，
经营
方式，
图书
价格等方面的信息，
甚至还可以体会到书房主人的喜怒哀乐。 」
注
注注 
復旦大学古籍所、上海図書館蔵
注
注注 
復旦大学古籍所蔵
注
注注 
台湾中央研究院歴史語言研究所傅斯年図書館蔵
（いわた
　
かずこ
　
法政大学准教授）
